


































もまたいろんな分野がある｡音韻 ･語嚢 ･語法 ･
言語史分期など､会議が一段落したとき女性の院
生が駆け寄ってきて ｢先生から学問へのアドヴァ
イスを一言｣などいわれ､一分くらいで言えるも
のではない｡｢先ずは資料をしっかり持ってそれ
を解明して-｣などと言っている内に車が晩餐会
に出るぞなどと促される｡ただし､西湖のほとり
の品茶は夜の九時過ぎまで行われ､さすがにお茶
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と談義の好きな民族のお国にきたものだと思いつ
つ､ペイパーだけでは分からない学者の素顔に接
することができたのは大収穫であった｡香港から
の丁邦新教授は研究の高さには敬服していたが､
人物もこれまたすてきな愛妻家で､好人物の模範
のような方であった｡
中国からもにわかに学術会議へのお誘いが盛ん
になってきた｡この学術会議の前､8月には章太
炎記念学術会議からの誘いがあり､もう来年8月
石家荘での音韻学会の誘いがある｡我々の学生の
時代には考えられない隔世の感を深めているこの
ごろである｡
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